
 

                                     

         

 

令和５年度の学校教育目標 

「自己有用感をもって主体的に学ぶ朝日っ子の育成」 

自己有用感とは、「自分は価値のある存在である」「人の役に立っている」「他の人から認められている」

というように、まわりとの関係の中で、自分の存在を価値あるものとして受け止める感覚です。自己有用

感が高まると自分に自信をもて、楽しく生き生きと学校生活ができるようになります。  

そのために、今年度も本校では以下の点に力を入れています。  

【自己有用感を育てる４つのポイント】 

１ 子どもをよく見て、その子に応じてほめる。  

２ 子どもの話をじっくり聴いたり、子どもに話しかけたりする。  

３ 「一人一人の活躍の場」を与えて、見守り、やり遂げさせ、達成感を味わわせる。  

４ 子ども同士が「認め合う場」を設定するなど、人間関係づくりを支援する。 

「やる気いっぱい、やさしさいっぱい、元気いっぱい、ふるさと大好き、朝日っ子」の具体的な姿が、

「朝日っ子きらり１２」です。昨年度から６年生を中心にその姿を実現すべく、様々な学校行事や教育活

動等において主体的に取り組んでくれたおかげで子どもたちの中にも随分と浸透してきました。 

 

お互いに良さや頑張りを認め合い、感謝の気持ちをしっかりと伝えていくことで、「自分の考えをもっ

て進んで表現する」「人のために進んで動く」「自分で決めてチャレンジ」といった「主体性」が育まれて

いきます。 

「朝日っ子きらり１２」は、学校はもちろん、家庭や地域の中でも見せて欲しい姿です。各家庭でも「自

己有用感を育てる４つのポイント」を意識して子どもたちに関わっていただけると有難いです。今年度も

家庭、育友会活動でのご支援、ご協力をよろしくお願いします。 

朝日小学校だより 

                                NO.3 令和５年５月１日 
                                文責 校長 坂元俊文 

 
《「やる気いっぱい」「やさしさいっぱい」「元気いっぱい」「ふるさと大好き」朝日っ子》 

 



交通安全キャンペーン 

４月１２日（水） 

歓迎集会  

４月２１日（金） 

交通安全教室 

４月２４日（月） 

 

  

警察署や市の職員、地元の交通

安全協会員など約 25 人が朝 JA

近くの交差点で子どもたちに横断

歩道の渡り渡り方等を指導されま

した。上級生に手を引かれ歩いて

きた入学したての１年も元気いっ

ぱいに朝のあいさつをしていまし

た。          【きらり⑧⑨】 

 かわいい１年生に早く朝日小

のことを知ってもらい学校生活

を楽しんでもらおうと集会委員

会が中心となって、歓迎集会を

開きました。６年生が横につい

て、やさしくお世話をする姿に

ほのぼのとした気持ちにもなり

ました。     【きらり⑥⑦⑧】 

警察や交通指導員においでいた

だき交通安全教室を行いました。

１・２年生は、道路を歩いて横断歩

道の渡り方を学びました。３年生

以上は、正しい自転車の乗り方等

を DVD や本物の自転車をもと

に教えてもらいました。 

【きらり⑨】 

  

★★５月の行事予定★★ 

１日（月） 委員会活動⑥ 
２日（火） 運動会結団式  
３日（水） 祝 憲法記念日 
４日（木） 祝 みどりの日 
５日（金） 祝 こどもの日 
８日（月） 運動会練習開始 クラブ活動 筆箱チェック週間 

１０日（水） 全校朝会  
１１日（木） （育）専門部会 席書会画仙紙巻 
１２日（金） 不審者対応避難訓練⑤  
１６日（火） 検尿（一次） 
１９日（金） 運動会準備 席書会課題発表（手本配布） 
２１日（日） 運動会(雨天順延) 集合完了 8:20 下校完了 12:40  
２２日（月） 運動会の代休 
２５日（木） 学校運営協議会 
２９日（月） プール掃除 教育実習開始（養護） 花まる支援会議 
３１日（木） 朝の学級指導（水害防災指導）豪雨災害避難訓練 
 

 

４．５月の生活のめあて 

 
① チャイム席を守ろう 
② 「か・つ・お」をしよう 
 
「か」：かたづけ 
「つ」：つぎのじゅんび 
「お」：お茶 おトイレ 

 
 

＊４月２９日(金)授業参観・総会・学年懇談へのご参加ありがとうございました。久しぶりの総会・懇談会に

は１００名近い保護者の方に参加いただきました。コロナ感染防止の制限をなくして教育活動ができるよう

になってきたことを大変嬉しく思います。 

 今後、たくさんの行事等が元に戻っていくと思いますが、ただ前にやっていたからそのまま行うのではな

く、何のための行事や活動なのか、その目的や意義を大切にしながら、内容や方法についてもよく考えて取

り組んでいかなければいけないと思っています。 


